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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は、産業基盤の構造変化に対応した企業会計の基礎理論の発展を与件として、経済的実質主義

会計の理論構造を解明し、当該会計理論の将来的な展開可能性を議論するとともに、会計実務への応用

について考察することを目的としたものである。経済的実質主義会計は、企業の経済活動の経済的実質を

忠実に反映した会計情報を提供することで、収支計算に基づく伝統的な取得原価主義会計の理論的限界

を克服し、投資家の経済 的意思決定に資することが期待されている。そのような観 点に基づく本諭文は、

序章と終章を含め次の通り全12章 で構成されている。

序 章 経済的実質主義会計の視座

第1章 経済的実質主義会計の生成の背景とその意義

第2章 会計的認識の基礎構造

第3章 公正価値測定の構造

第4章 経済的実質主義に基づくリニス会計の展開

第5章 経済的実質主義会計の収益認織問題への応用

第6章 資産負債アプローチに基づく収益認識の展開

第7章 収益認識に関する現在出口価格アプローチの有用性

第8章 日本における収益認識基準に関する問題の検討

第9章 リース取引における貸手の収益認識

第10章 経済的実質主義会計における業績報告

終 章 経済的実質主義会計の展開と課題
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経済的実質主義会計に関する研究のフレームワーク

まず、序章および第1章 において、資本市場の健全な発展を維持するために,市 場参加者の経済的意思

決定に資することを目的とした企業会計のあり方を追究したいという研究の動機を明確にした上で・経済
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
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